
33非開削技術  No.120（2022.7）

はじめに1 .
　近年，日本ではインフラの老朽化やインフラ点検技
術者の減少による人員不足が進み，社会的な課題と
なっている。そのため，インフラの維持管理には効率
化が求められ，MMS（Mobile Mapping System）や
BIM/CIM，各種IoT技術など，様々な技術が活用さ
れている。
　そのような技術の中で，近年，活用が進んでいるも
のに干渉SARがある。干渉SARは人工衛星に搭載さ
れたSAR（合成開口レーダ）の観測データを干渉処
理することにより，地表面変動を把握する解析技術で
ある。SARは日本ではJAXA（（国研）宇宙航空研究開
発機構）が運用する陸域観測技術衛星2号「だいち2号」
に搭載されている。海外でもEU/ESA（欧州宇宙機
関）のSentinel- 1やDLR（ドイツ航空宇宙センター）
のTerraSAR-Xなど数多くの機関によってSAR衛星
が運用されている。
　SAR衛星はマイクロ波レーダによる観測を行うた
め，光学衛星（衛星写真）と異なり夜間でも雲があっ
ても観測が可能である。最近では，高解像度のSAR
を搭載した小型衛星が民間企業により打ち上げられて
おり，今後，活用が加速すると考えられる。
　本稿では，干渉SARについて，その概要と土木分
野における活用事例を紹介する。

干渉SARの概要2 .
　SARで観測を行うと，地表の対象物からのレーダ
反射波の強度と反射波の位相を得ることができる。地
表の同じ場所に対して2回の観測を行い，それらを干
渉させることによって，わずかな距離差を抽出する
ことができる。1回目の観測と2回目の観測の間に生
じる位相差は，衛星と地表との距離変化であり，それ
はすなわち地表に生じた変位ということになる（図−
1）。SARの観測は，衛星から地表にむけて斜めにレー
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図−1　干渉SARの概要
出典：国土地理院ウェブサイト
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